インターネットの爆発的な流行とともに、多くの企業が注目したのが「ショッピング」でした。インターネットを利用した通信販売です。今ではさまざまなお店がインターネット上にオープンしており、世界中の商品を手に入れることができます。ネットライフの第一歩としてこのショッピングに挑戦してみましょう。

インターネットショッピングって何？
[bookmark: _GoBack]現実社会をどんどんバーチャルな世界に取り込んできたインターネット。手紙を電子メールに、おしゃべりをチャットに、そしてショッピングもバーチャルな世界で実現しました。そのショッピングがインターネットショッピングです。これは現実社会の通信販売をインターネット上で展開しているもの。「インターネットショッピング」は難しいとか危ないなど、特別に考える必要はありません。インターネットを利用していること自体は新しいことですが、通信販売自体ずいぶん前から行われてきました。インターネットだから特別のことができるとか、とんでもないことが始まるということもありません。気を楽にしてインターネットショッピングを楽しみましょう。あらゆるものやサービスがインターネットショッピングでは販売されています。ショッピングはもとより、オークションやフリーマーケットなどにも挑戦してみましょう。

インターネットショッピングの魅力
　インターネットショッピングは私たちにどのようなメリットを与えてくれるのでしょうか。
　インターネットショッピングはバーチャルな通信販売です。だからといって、そのメリットも通信販売とまったく同じというわけではありません。
　もちろん、24時間265日、時間と場所を問わず、好きなときに買い物ができるというメリットがあります。これは通信販売ならではでしょう。そのほかに、以下のようなメリットがあります。

●安く買い物ができる
　インターネットのお店はとても簡単にオープンできます。インターネット上に表示されるカタログ（ホームページ）をとても簡単に作成できます。さらに通信販売ですから流通コストをセーブできます。これらのことから、インターネットでは通常のお店で購入するよりも安く買うことができます。

●世界中の商品を手に入れることができる
　インターネットに国境はありません。イギリスのショップもイタリアのショップも、世界中のショップに同じようにアクセスできます。イギリスの紅茶もイタリアのバッグも同じような手順で購入できます。個人輸入をしていた人にとっては、これはすばらしいメリットといえるでしょう。もちろん、その国の言葉がわかっているということが前提ですが。

●値段を比較し見比べて買い物できる
　インターネットはお店を次から次へと「はしご」できます。ウィンドウショッピングも自由自在です。時間さえ許せば、いくつものお店をまわり、じっくりと比較検討してお買い物ができます。購入する品物が決まっているときはインターネットならでは「検索機能」を利用して、多くの情報を得ることもできます。それらを活用して、幅広い選択肢から品物を選ぶことができます。
　このようにたくさんの商品を比較して選ぶ、さらに情報をベースに選ぶ、これができるのはインターネットならではメリットでしょう。

●情報がいつも新鮮
　「安く買い物ができる」でもいいましたが、インターネット上に表示されるカタログ（ホームページ）は簡単に作成できます。簡単に作成して、簡単に公開できます。ところが、通常の通信販売はこうはいきません。カタログを作成するには多くの工程と時間が必要であり、その分お金もかかります。ましてやテレビで商品を紹介するとなると、宣伝費用がそうとうかかります。
　その点、インターネットは情報の作成や修正が楽なので、必要ならば毎日のように値段や商品を変更できます。情報が新鮮なのです。その新鮮な情報を確認しながら買い物できるというわけです。

ショッピングモールへ行ってみよう
　インターネットショッピングでよく耳にするものに「ショッピングモール」があります。ショッピングモールとは日本語でいう「商店街」のこと。文字通り、インターネット上に現れたバーチャルな商店街がショッピングモールです。インターネットは「街」までバーチャル化してしまうのです。
　このショッピングモールを体験してみましょう。行ってみるのは日本で最も有名なショッピングモールのひとつ、「楽天市場（http://www.rakuten.co.jp/）」です。ショッピングモールというくらいですから、とても多くのお店が開店しています。その数なんと1800、購入できる商品は数十万点になります。ここを見ているだけでも一日や二日かかってしまいそうです。
　まずは、「楽天市場」にアクセスしてみましょう。
　もっとも皆さんはまだパソコンに向かわなくてもけっこうです。ここで、インターネットショッピングを擬似的に体験。気軽に読んでください。

ジャンル選択
まずは大まかな分類から自分の見たいジャンルを探します。これは多くのショッピングモールがそうなのですが、分類をメニュー表示してあり、そこからお目当てのお店を探していくことになります。
また、「検索」というボックスに設けられており、目的の商品が決まっている場合は、このボックスに商品名や店名を入力することで、該当するお店を検索できます。

商品の絞り込み
さて、ここでは一番お店の数が多い「ファッション」を選択して、開いてみました。最も多いジャンルだけに、その下にもいくつものメニューが表示されます。さらに、「ベビー・キッズ・マタニティ」を選んでみましょう。忙しいお母さんにとって育児関連の商品はありがたいことでしょう。

ベビー選択
さらに、「ベビー」を選びます。ベビーの中にもおもちゃや絵本、育児器具などいくつかの分類わけがされています。こうして、自分の欲しい商品を扱っているお店を探していくわけです。

女の子向けのおもちゃ
ここでは「女の子向けのおもちゃ」を探して、ついにお店の一覧へたどり着きました。
さっそく、お店を訪ねてみましょう。

1軒目のお店
これが店内です。
もっとも商品はこれだけではありません。まだたくさんあります。ここの商品をクリックすることで、その解説や詳細な情報を得ることができます。

2軒目のお店
もう1軒行ってみましょう。前のお店とは異なり、ここは日本的です。キャラクターグッズや子供向けの玩具がそろっています。
いかがですか、こうしてウィンドウショッピングをするわけです。お店を渡り歩きながらお目当ての商品やまた訪れてみたいお店をチェックしたり、本当に買い物をしたりします。
では、次のページでは、買い物の例をご覧いただきましょう。

ショッピングモールでお買い物
それでは、実際にお買い物をしてみましょう。ここでは、地方特産品を買い物してみます。地方の特産を居ながらにして購入。これもインターネットショッピングならでは楽しみ方です。

商品選択
食べ物を探しながら、前から欲しいと考えていたお酢を発見しました。もらい物で、とても気に入っていたものですが、もらい物だけあって再購入というわけにいきません。そんなときに、インターネットのウィンドウショッピングで同じものを発見したというわけです。さっそく商品をクリックしてみます。

買い物かごへ
買い物はほとんどのお店では「買い物かごへ」というボタンを押して、カゴページへ飛びます。スーパーなどでのお買い物を同じように、まず商品を買い物カゴに入れ、その上で精算する手順となります。

カゴページ
これがカゴページです。このページで買い物した商品の一覧を確認できます。ここから「買い物を続ける」をクリックすると、元のページへ戻って買い物を続行できます。とりあえず、この商品だけを注文してみましょう。「土佐きてみい屋注文画面へ」をクリックします。

注文画面へ
ここからが注文のための情報入力画面です。支払方法や名前・住所など、商品を受け取るためのいくつかの指定が必要となります。
今回は試しに購入したので、楽天市場の会員になっているわけではありません。そこで「会員登録をしていない」の「注文画面へ」をクリックします。

情報の入力
商品を届けてもらうための名前と住所、電話番号などを入力します。これは正確に入力しましょう。電話番号も入力しなければいけません。
また、メールアドレスを入力すると楽天市場からキャンペーン情報などのメールが届くようになります。
